平成28年8月吉日
各市町村

橋梁の維持管理に関わるご担当者様各位

維持管理に関する橋梁管理者へのアンケート回答のお願い
（一財）災害科学研究所　社会基盤維持管理研究会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長　 松井　繁之
（大阪大学名誉教授，国交省近畿地整橋梁ドクター）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 副幹事長  　東山　浩士
（近畿大学教授，国交省近畿地整橋梁ドクター）
時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、（一財）災害科学研究所　社会基盤維持管理研究会では、これまでに、地方自治体等の維持管理に関する研修会や点検・調査を通じた技術的アドバイスを行ってきております。
橋梁については、道路法の一部改正に伴い、国が定める統一的な基準によって、5年に1度、近接目視による全橋監視が義務化される等、道路管理者を取り巻く環境は大きく変わりました。しかし、長寿命化修繕計画が策定される以前は、橋梁を含めた道路構造物に関して、維持管理に重点をおいた計画もなく、どちらかというと、損傷・劣化が発見されれば、補修・補強を行うという事後保全的な対応であったのが実情ではないかと考えます。
また、公共施設の維持管理費のコスト増加の影響により、「新設橋優先」の考え方が長寿命化修繕計画においては「維持管理（橋梁の予防保全）」へと方針が変更され、さらに市町村の皆様自らが責任をもって管理することが義務づけられました。このことにより、市町村においては、維持管理を行うための人員、技術、予算等、全てにおいて大きな負担となっているのではないでしょうか。
さらに今後は、5年毎の点検にかかる人員、費用、ならびに点検で発見した損傷に対する補修・補強に対する人員、費用については、国からの補助があるとしても、大部分は各市町村の予算から支出する必要があり、大きな負担になることが予想されます。

このような状況を鑑み、（一財）災害科学研究所　社会基盤維持管理研究会では、市町村における維持管理の現状とその体制を把握し、現状の問題点とその改善方法を提案することができればと考え、皆様方にはアンケート調査にご協力いただき、今後の維持管理に関する活動内容の充実と、その成果の公開を進めていきたいと考えております。
ご多忙の折、恐縮ではございますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

アンケート内容の主な項目は、以下のようになっております。
1 講習会・現地調査について
2 管理対象橋梁について
3 橋梁台帳について
4 市町村職員の人材、管理体制について
5 受注者側の技術力について
6 橋梁の維持管理に関する積算・入札制度について
なお、ご協力頂いたアンケート結果については、守秘義務を順守し、個人・市町村を特定するような報告は行いません。
　同封資料：アンケート用紙、（一財）災害科学研究所パンフレット、土木学会発表論文
維持管理に関する橋梁管理者へのアンケート
このファイルでアンケートにご回答いただく場合は，該当項目に右横にある○をコピーして付けて下さい。

手書きの場合は郵送（返信用封筒）またはメール（PDF）でご提出下さい。電子ファイルをお使いの上、ご回答いただく方は、このアンケート用紙を下記URLからダウンロードできます。

http://cse-lab.sakura.ne.jp/anketo.htm
アンケートは代表者１名にお願いしますが、意見がたくさんある場合には、重複した回答でも結構です。自由記述についても、様々なご意見をお願いします。

【１】講習会・現地調査について
設問１－１：橋梁の維持管理に関する研修会や講習会などの開催や参加状況について教えてください。

【２】管理対象橋梁について
設問２－１：管理対象橋梁数の把握状況について教えてください。            

　設問２－２：管理対象橋梁の橋長別橋梁数と架設年の把握状況を教えてください。
   ※上記設問２－１の①及び②を選択した場合にお答えください。 

【３】橋梁台帳について　　
※上記設問２－１の①及び②を選択した場合に下記設問３－１～３－２にお答えください。
　設問３－１：管理対象橋梁の台帳はありますか。

　設問３－２：管理対象橋梁の設計図書は何％程度揃っていますか。（およそで結構です。）

　設問３－３：台帳，設計図書等が無い場合はどのように対処していますか。

【４】市町村職員の人材、管理体制などについて
　設問４－１：橋梁の維持管理を担当する職員（技術者）数の状況について教えてください。

　
　設問４－２：「③やや不足」、「④不足」と答えられた方にお聞きします。今後の人材確保について教えてく
ださい。

　設問４－３：橋梁の維持管理を担当する職員の技術力レベルについて教えてください。


　
設問４－４：橋梁の維持管理に対する現状の体制に満足していますか。


設問４－５：橋梁の維持管理に関する担当者の年齢構成と橋梁の維持管理に携わった経験年数を教えてください。（分かる範囲で結構です。）


設問４－６：橋梁の維持管理に関する点検マニュアルはありますか。

　設問４－７：点検マニュアルはどのようなものを使っていますか。

　設問４－８：橋梁点検（整理も含む）は誰が行っていますか。

　設問４－９：職員自らが橋梁の点検を行うことはありますか。

　設問４－10：今後、職員自らが橋梁の点検を行う必要があると考えますか。


　設問４－11：点検結果に対する劣化・損傷のランク付けはだれが判断していますか。

　設問４－12：点検を行う上での問題点や苦労している点を具体的に教えてください。複数回答可

　設問４－13：対策の優先順位をどのように決めていますか。

　設問４－14：補修・補強などの対策の要否、対策工法はだれが判断していますか。

　設問４－15：補修・補強の対策の要否結果には、満足していますか。


　設問４－16：補修・補強の対策が多いと思われる部材を選んでください。（およそで結構です。）

　設問４－17：今後の橋梁維持管理において、管理者の立場からどのようなマニュアルが必要と感じられますか。

【５】橋梁の維持管理を業務発注する設計ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ、施工会社、府県技術センターなどの技術力などについて
　設問５－１：これまでに発注した設計コンサルタントの技術力レベルについて教えてください。


　
設問５－２：これまでに発注した施工会社の技術力レベルについて教えてください。


【６】橋梁の維持管理に関する積算及び入札制度について
　設問６－１：設計業務の積算に必要な歩掛り基準はどのように決定されていますか。

設問６－２：設計業務の積算はどのように行っていますか。

設問６－３：設計業務の入札に関し最低入札基準価格を設けておられますか。


設問６－４：これまで設計業務で入札が不調に終わったことがありますか。


設問６－５：現在行われている業務の発注方式について教えてください。　



設問６－６：入札制度の現状についての問題点や課題と今後の改善方法、改善して欲しいと思う項目があり
ましたら記述してください。
設問６－７：工事発注の為の積算はどのように行っていますか？

設問６－８：工事発注時の積算で困っている事例・内容を列記して下さい．
設問６－９：これまで工事の入札が不調に終わったことがありますか。


設問６－10：現在行われている工事の競争参加者の設定方法について教えてください。　


設問６－11：工事落札者の選定方法について教えてください


設問６－12：工事の入札制度の現状についての問題点や課題と今後の改善方法、改善して欲しいと思う項目がありましたら記述してください。
【７】その他
設問７－１：「橋梁定期点検要領(H26.6)」あるいは「道路橋定期点検要領(H26.6)」の内容について理解されましたか。


【８】あなたの市町村で橋梁の維持管理を主に行っている部署名をご記入ください。　　　　　　　　　

　最後に、ご記入して頂いた方の連絡先をお願いします。
ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　ご所属　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話　　　　　　　　　　　　　　　　Email　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
ご協力ありがとうございました。
申し訳ありませんが，締め切りは９月１５日（木）とさせて頂きます。ご協力をお願いします。
【問い合わせ先、提出先】

近畿大学理工学部社会環境工学科　教授　東山 浩士
近畿大学 理工学部・建築学部　実験棟
〒581-0811　八尾市新家町8-23-1

Phone: 06-4307-3553　  Fax: 072-995-5192　
E-mail: h-hirosi@civileng.kindai.ac.jp
所属機関内での研修会や講習会を開催されている場合は、その頻度をお聞かせください。


（　　　頻度：　　　　　　　　　　　　　（年に何回程度といった表現でも結構です。）





所属機関外での研修会や講習会へのこれまでの参加状況についてお聞かせください。


 積極的に参加　　② 内容によって参加　　③ 参加していない　　④ その他（　　　　　　）





「②内容によって参加」と答えられた方にお聞きします。今後はどのような内容の研修会や講習会に参加したいですか。（複数回答可、自由記述でも結構です。）


＜室内講習＞


橋の基本構造


鋼・コンクリートの劣化メカニズム


点検手法


診断方法


対策方法


積算基準


対策の優先順位決定手法


損傷事例等の紹介


＜現地調査・講習＞


現場点検実務講習


点検資機材（非破壊検査等）を活用した実務研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


対象橋梁の損傷状況に基づく今後のリスク研修


対象橋梁の損傷評価と対策工法の研修


　　⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


「③参加していない」と答えられた方にその理由をお聞きします。


① 研修等の内容が高度すぎるので、初級者向けの研修を望む


② 現場の実態（損傷・劣化）が不理解であり所属機関内部での研修は困難


道路管理の実務が不理解であり、個別（橋梁等）研修は困難


担当職員が少ないため参加できない


⑤ 組織として参加できる体制ができていない


⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 把握している　② ほぼ把握している　③ 把握していない　　④ その他（　　　　　　　　　）





15m以上の橋梁数			　　　　橋


5m以上～15m未満の橋梁数			橋


2m以上～ 5m未満の橋梁数			橋


計　　　　　　　  　 橋


架設年が把握できている橋梁数　　　　	  　　　橋





ある　　② ない　　③ その他（　　　　　　　　　　　　　　）





100%　② 90%　③ 80%　④ 70%～50%   ⑤ 50%～30%　⑥ 30%未満　⑦ない





（現場計測、復元設計　など、具体的な方法を教えてください）


① 現地計測による図化


② 復元設計


③ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





担当者の人数がわかれば(○名)内に記入してください。　※設問４－５と関連します。


充　　足　(　　　　名)　


やや充足　(　　　　名)　


やや不足　(　　　　名)　


不　　足　(　　　　名)





数年内に充足する　　


今後、充足の見込みがある　　


充足の見込みがない　　


未定





十分ある　　② ある　　③ やや不足　　④ 不足





「③やや不足」、「④不足」と答えられた方は必要とされる技術力レベルや知識がどういったものか下記からお選びください。


 橋梁の維持管理経験が（　　）年以上である　　　　　　　　　※（　）の年数は自由に設定してください


 道路に関わる管理経験が（　　）年以上である　　　　　　　　※　　　　　　〃


 橋梁の点検に必要とする資格を有している


 技術士（鋼構造・ｺﾝｸﾘｰﾄ）の資格を有している


 橋梁の設計に関し（　　）年以上関与していた　　　　　　　　※　　　　　　〃


 橋梁の施工現場に（　　）年以上関与していた　　　　　　　　※　　　　　　〃


 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





「③やや不足」、「④不足」と答えられた理由はどういったものか下記からお選びください。


　① 橋梁の維持管理経験が無い


　② 道路に関わる管理経験が（　　　）年以内である


　③ 橋梁の維持管理に関する講習会・研修会に参加したことが無い


　④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





満足　　② やや満足　　③ ふつう　　④ やや不満足　　⑤ 不満足





「③やや不満足」、「④不満足」と答えられた方にお聞きします。望ましいと思われる体制（点検体制・技術指導）はどのようなものかを教えてください。





　① 点検体制は１班４人体制とする　　　　　　　　点検指導員１名　計測係２名　記録･写真係１名


　② 　　　〃　　　３人体制とする　　　　　　　　　　　　　　　　計測係２名　記録･写真係１名


　③ 点検実務経験者が不在のため、点検を民間に委託する


　④ 実務経験者を国及び府県からの出向者に、職員向けの点検技術の指導をお願いする。


　⑤ 公益法人の実務経験者による職員向けの点検技術等の指導をお願いする。  


　⑥ その他望ましい体制とは（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）








① 25歳未満      （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


② 25歳～30歳   （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


③ 31歳～35歳   （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


④ 36歳～40歳　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


⑤ 41歳～45歳　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


⑥ 46歳～50歳　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


⑦ 51歳～55歳　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


⑧ 56歳～60歳　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕


⑨ 61歳以上　 　 （　　　　）名　　経験年数〔　　年，　　年，　　年，　　年〕





ある　　② ない





市町村独自の要領（　　　　　　　　　　　　　　　　）　


橋梁定期点検要領（案）　（H26国交省）　


道路橋定期点検要領　（H26国交省）


総点検実施要領　（橋梁編）（H25国交省）


府県独自の要領　（　　　　　　　　　　　　　　　　）





担当職員　　② 設計コンサルタント　③ その他（　　　　　　　　　）





ある　　② ない　　③ 今後はその必要性がある　　④その他（　　　　　　　　　）





ある　　② ない





上記の回答①を選んだ理由を教えてください。


① コスト縮減


② 職員の技術力向上のため


③ 管理者としての意識向上のため


④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





担当職員　② 設計コンサルタント　③ 学識経験者　　④ その他（　　　　　　　　　）





（例えば、足場等の予算が合わない、業者選定、交通規制、など）　


　① 点検時の点検資機材の規模がわからない　　　　　　　　　　　　　足場･ﾘﾌﾄ車･ｸﾚｰﾝ車･点検車･起陸車等


　② 指名業者の点検実務がわからない　　　　　　　　　　　　　　　　推薦する業者実績が不明


　③ 点検規模と積算基準がわからない　　　　　　　　　　　　　　　　構造形式及び架設環境と点検手法


　④ 点検結果による評価レベルがわからない　　　　　　　　　　　　　何時までに何をするのか


　⑤ 点検結果に基づく対策工法の選定がわからない　　　　　　　　　　対策工法が適切なのか、過度ではないか


　⑥ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 





（例えば、路線の重要度に応じて、マニュアルに従って、など）


 マニュアルに従って優先度を決めている（使用マニュアル：　　　　　　　　　　　　　　　　）


② 幹線道路及び災害路線に接続している


　③ ライフライン設備が添加されている　


　④ その他路線の重要度に応じて－重要度とは（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 





担当職員　　　② 設計コンサルタント　　　③ 施工業者　　④ その他（　　　　　　　　　）





満足している　② 満足していない　③ わからない





上記設問４－15の　「② 満足していない」、「③ わからない」を選んだ理由を教えてください。


　① 対策費用が思ったより高い


　② 対策工法の選定が曖昧


  ③ 業者まかせ


　④ 損傷に対する対策工の効果がわからない


　⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 主桁		  ② 床組	　　　③ 床版	　　　　④ 高欄・地覆


⑤ 歩車道防護柵　  ⑥ 舗装　 　　　　　⑦ 伸縮装置　	⑧ 中央分離帯


⑨ 支承	　　      ⑩ 排水施設　　　　　⑪ 橋台		⑫ 橋脚


⑬ 基礎工 　    　 ⑭ 附属構造物     　⑮ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）





橋梁点検に係る、詳細な点検内容を記載したマニュアルについて必要と思われる項目選んでください。


※３項目選択可


① 通常巡回点検マニュアル　　　　　　　　　　道路ﾊﾟﾄﾛｰﾙ(１回/日)による道路の異常・利用状況を目視で確認する


② 定期巡回点検マニュアル　　　　　　　　　　徒歩により(２回/年)道路施設の状況を目視により確認する


③ 異常時点検マニュアル　　　　　　　　　　　異常気象時及び災害発生により道路施設の被災状況について目視確認する


④ 定期点検マニュアル　　　　　　　　　　　　橋梁定期点検要領(1回/5年)に基づく、道路特定施設の目視点検の実施


⑤ 詳細調査マニュアル　　　　　　　　　　　　損傷及び劣化等の状況について点検部位及び点検手法を記述したﾏﾆｭｱﾙ


⑥ 診断マニュアル　　　　　　　　　　　　　　損傷及び劣化の進行に応じた診断手法・対策工について記述したﾏﾆｭｱﾙ


⑦ 優先順位決定マニュアル　　　　　　　　　　対策を有する橋梁について、利用及び使用環境を考慮した優先順位決定方


⑧ 全ての要領及びマニュアルが整備されているので特に必要は無い


⑨ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





十分ある　　② ある　　③ やや不足　　④ 不足





「③やや不足」、「④不足」と答えられた方にお聞きします。設計コンサルタント等の技術レベルに関して、具体的な問題はどのようなものか下記より選んでください。複数回答可


　① 損傷の発生原因の説明がややわかりにくい


　② 提案された対策工法の効果の説明がわかりにくい


　③ 提案された対策工法が類似工法との対比がわかりにくい


　④ 損傷の発生要因と対策工法の選定プロセスがわかりにくい


　⑤ 発生要因に対する対策工法コストが過度に高い


　⑥ その他の問題を記載（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





十分ある　　② ある　　③ やや不足　　④ 不足





「③やや不足」、「④不足」と答えられた方にお聞きします。施工業者の技術レベルに関して、具体的な問題はどのようなものか下記より選んでください。複数回答可


① 損傷の発生原因を理解しないで施工を行っている。　　　　　　橋梁の構造について不理解


　② 対策工法の効果を理解しないで施工を行っている。　　　　　　施工実績が無い


　③ 対策工法の施工手順を不理解のまま施工を行っている。　　　　専門業者でない


　④ 関係する管理者協議の協議条件を遵守していない。　　　　　　他管理者との未協議


　⑤ 対策工法の施工管理及び品質管理等を理解していない。　　　　施工実績が無い


　⑥ その他の問題を記載（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





設計コンサルタント業者への歩掛り見積　


独自の積算基準


国の積算基準


府県技術センターなどの基準


その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 設計コンサルタント業者への積算の委託　


② 市（町）において担当者が積算


③ 府県技術センターなどへ委託


④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 設けている　　② いない





上記設問６－３で①設けていると答えられた方にお聞きします。


① ある　　② ない





ある」と答えられた方にお聞きします。不調に終わった理由を教えてください。


① 予定価格（上限価格）超過による不調


② 基準価格（下限価格）を下回るための不調


③ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① プロポザール方式　　　　　　　　　　実施方針評価　技術者評価＋実績＋実施方針　参加者決定


② 総合評価落札方式（標準型）　　　　　総合評価　　　技術者評価＋実施方針＋特定テーマ＋価格点(１：２～１：３)


③ 総合評価落札方式（簡易型）　　　　　総合評価　　　技術者評価＋実施方針＋特定テーマ＋価格点(１：１)


④ 価格競争方式　　　　　　　　　　　　価格のみの競争


⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





設問６－５において「④価格競争方式」と答えられた方にお聞きします。


　総合評価落札方式ではなく価格競争方式とした理由について下記より選択をお願いします。


① 総合評価落札方式の手続が複雑


② 技術提案書の評価手続（審査）について担当者が不足


③ 技術提案書を求めるような内容の業務ではない


④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 





自由記述（例えば、総合評価方式や技術提案方式の導入が必要など）





① 設計コンサルタントへの積算委託　　　　　　　


② 複数工事業者への見積積算を依頼　　　　　　　※特殊な工法に必要となる積算基準について


③ 市（町）において担当者が積算


④ 府県技術センターなどへ委託


⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 積算担当者が不在


② 積算基準が無い(特殊工法)


③ 積算方法及び材料等の単価設定がわからない


④ 工事積算のためのコンサル成果の内容が理解できない


⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





①ある　　② ない





ある」と答えられた方にお聞きします。不調に終わった理由を教えてください。


① 予定価格（上限価格）超過による不調


② 基準価格（下限価格）を下回るための不調


③ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）











① 一般競争入札方式　　　　　　　　　　


② 指名競争入札方式　　　　　　　　


③ 随意契約　　　　　　　


⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





① 価格般競争方式　　　　　　　　　　


② 総合評価落札方式　　　　　　　　


③ 技術提案・交渉方式　　　　　　　


⑤ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）





上記設問６－11において「④価格競争方式」と答えられた方にお聞きします。


　総合評価落札方式ではなく価格競争方式とした理由について下記より選択をお願いします。


① 総合評価落札方式の手続が複雑


② 技術提案書の評価手続（審査）について担当者が不足


③ 技術提案書を求めるような内容の工事ではない


④ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 





自由記述（例えば、総合評価方式や技術提案方式の導入が必要など）





どちらかに○をしてください。「橋梁定期点検要領(H26.6)」　　「道路橋定期点検要領(H26.6)」


感覚的な判断で下記より１項目について選択をお願いします。


　① 全く理解していない　　　　　　　　　　　　　　　記載内容を一度も見ていない


　② 理解していない　　　　　　　　　　　　　　　　　一度は見たが内容まではわからない


　③ 若干理解している　　　　　　　　　　　　　　　　業務に必要な所は読んでいる


　④ 理解している　　　　　　　　　　　　　　　　　　概ね内容は読んで理解した


　⑤ 十分理解している　　　　　　　　　　　　　　　　内容は全て読んで理解している


　⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）  





上記設問７－１において「①まったく理解していない」、「②理解してない」と答えられた方にお聞きします。


　どの内容に関して理解されていませんか。複数回答可


定期点検計画・方法


定期点検の体制


損傷状況の把握


対策区分の判定


健全性の区分・診断


措置（対策・監視）


定期点検結果の記録


その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 





（●●市　土木部　道路室　道路補修課，　▲▲市　建設部　道路管理課　など）
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